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会 議 録 

会議の名称 平成３０年度第２回行田市日本遺産推進協議会 

開 催 日 時 
平成３１年１月２１日（月） 

開会：午前１１時００分 閉会：午前１１時４５分 

開 催 場 所 行田市役所 ３０５会議室 

出 席 委 員 

氏   名 

工藤会長 小川委員 小森谷委員 相沢委員 山本委員 山崎委員 

小池委員 中村委員 持田委員 小坂委員（中村委員代理） 

坂本委員 村田委員 

欠席委員氏名 阿久津委員 劒持委員 

出席オブザーバー

氏   名 

行田青年会議所：三島理事 

ＮＰＯ法人魅力創造倶楽部：飯島代表理事 

ＮＰＯ法人観光物産会：戸塚代表理事 

事 務 局 

企画政策課：岩田課長、川上主幹、横倉主査、渋澤主任 

商工観光課：森原課長   都市計画課：青山課長 

学校教育課：荻原次長   文化財保護課：中島課長 

郷土博物館：鈴木副館長 

会 議 内 容 

（１）平成３０年度事業の進捗について 

（２）平成３１年度事業計画（案）について 

（３）平成３１年度収支予算（案）について 

（４）その他 

会 議 資 料 

・次第 

・委員等名簿 

・行田市日本遺産推進協議会規約 

・資料１ 平成３０年度事業経過報告 

・資料２ 平成３１年度事業計画・収支予算 

・資料３ 平成３１年度日本遺産推進協議会事業一覧 

・資料４ 平成３０年度モニターツアー実施報告（概要） 

・ぶらっと♪ぎょうだ（観光パンフレット） 

そ の 他 

必 要 事 項 

傍聴者 なし 
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発 言 者 会議の経過（議題・発言内容・結論等） 

司  会 

 

 

司  会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工藤会長 

 

 

 

事 務 局 

 

工藤会長 

 

 

 

 

 

 

事 務 局 

 

 

工藤会長 

 

１ 開会 

２ あいさつ（工藤会長） 

３ 議事 

・議事に入る前に、この会議の運営に関する取扱いについてご了承

いただきたい点が２点あるので説明する。 

・１点目として、本日の会議の議事の中では、個人情報を取扱う予

定がないことから、会議は公開とさせていただく。 

・２点目として、会議録については、協議会のホームページにおい

て後日公開する。 

・それでは、早速議事に入らせていただく。議事については、本会

議の設置要綱の規定に基づき、工藤会長に議長としての進行をお

願いする。 

 

・本日は今年度事業の進捗状況と、来年度の事業計画と収支予算に

ついて報告をさせていただく。まず、議案第１号について、事務

局より説明をお願いする。 

 

（１）平成３０年度事業の進捗について（資料１、４により説明） 

 

・ただいまの説明について、委員の皆様から確認事項等があればお

願いする。 

・特になければ、続いての議案に移らせていただく。 

・それでは続いて、議案第２号「平成３１年度事業計画」及び「平

成３１年度収支予算」については、関連があるため一括して議題

とし、事務局より説明をお願いする。 

 

（２）平成３１年度事業計画（案）について 

（３）平成３１年度収支予算（案）について 

（資料２、３により説明） 

 

・ただいまの説明について、委員の皆様からご意見や確認事項等が

あればお願いする。 
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工藤会長 

 

事 務 局 

 

工藤会長 

 

 

 

 

 

 

 

事 務 局 

 

相沢委員 

 

 

 

 

 

 

 

事 務 局 

 

 

 

 

 

小川委員 

 

 

 

・文化庁からの補助金は、３年間でどの程度を見込んでいるのか。 

 

・３年間の合計で、総額約７，５００万円となる予定である。 

 

・来年度で文化庁からの補助金は終了する予定であるが、その後の

さらなる事業展開が非常に重要である。 

・資料３の中で、「ぱっとわかる案内板設置事業」とあるとおり、個

別説明板や歩行者用案内板の設置を行っている。また、広報の一

環として、水道課の配水タンクに日本遺産認定ＰＲ用ラベルを掲

示しているが、その他にも、例えば市内の歩道橋に横断幕を掲げ

るなどさらなるＰＲに取り組んでもらいたい。 

 

・関係機関と協議しながら、目に留まるようなＰＲを図っていく。 

 

・資料３の中で、英語圏や仏語圏をターゲットとしたＳＮＳ等によ

る情報発信事業をさらに拡充するとあるが、今年はラグビーワー

ルドカップが９月に開催されるため、それまでにはデジタルプロ

モーション事業の拡充を進めてもらいたい。 

・また、市内を訪れる外国人観光客にとっては、移動手段について

不安を感じている方も多いため、自転車で周遊できることやレン

タサイクルの積極的なＰＲが必要なのではないか。 

 

・例年どおりであれば、４月中旬から事業実施は可能であるため、

できる限り早めに準備を進め、その効果が最大になるような事業

としたい。 

・外国人に対する情報発信については、国外居住者のみならず、国

内居住の外国人に対しても、今後力を入れていきたい。 

 

・先人たちの遺産である多くの蔵について、今後は保護を中心した

向きとしていくのか、利活用を図る向きとしていくのか。 

・また足袋産業については、足袋自体を今後は生活の一部の中に組

み入れてもらえるような展開を図っていくのか。 
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事 務 局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小川委員 

 

 

 

事 務 局 

 

 

 

 

 

 

 

小川委員 

 

 

 

 

 

工藤会長 

 

 

 

・足袋蔵等の建築物については、保存だけでなく、活用を図り、「日

本遺産のまち行田｣のＰＲや観光施策に活かしていく。足袋産業に

ついては、デザイン性や機能性を前面に打ち出すなど、付加価値

をつけることで利益を生み出す産業にしていきたい。 

・旧忍町信用組合店舗のカフェでは、運営している子育て中の女性

たちが自主的に白足袋を履いて業務に当たっている。こうした取

り組みが市内の他の飲食店等にも広まってくれれば、行田足袋の

大きなＰＲになると感じている。機運醸成のためには、関係団体

の皆様のご理解が不可欠であるため、ぜひご協力いただきたい。 

 

・行田市は今、多くの観光客にお越しいただいている。今後も行田

の観光を盛り上げていくために、本協議会ではどんなことに重き

を置いて取り組んでいくのか。 

 

・日本遺産認定をはじめとしたインバウンド振興については、地方

が稼ぐ街として自立することを目的とし、地方創生の一環として

国を挙げての施策として推進しているところである。 

・行田市においても、行政のみならず、多くの皆様や団体様のご意

見を伺いながら、幅広く行田の地域振興、地域活性化につなげる

べくオール行田の取り組みとして、今後も皆様にお力添えをいた

だきたい。 

 

・行田商工会議所では、日本遺産認定を記念してのれんを作成し、

市内事業者に無料で提供している。おかげさまで、今では市内の

あちこちでのれんを見かけるようになった。 

・今後は、のれんを掲げているお店でも日本遺産に対する案内がで

きるように、事業者に対しても積極的な説明などをお願いしたい。 

 

・商工会議所作成ののれんについては、とても多くの店舗で見かけ

るようになったと感じており、大変ありがたいことである。今後

も多方面においてのご協力をお願いしたい。 
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ＮＰＯ法人 

観光物産会 

 

 

 

 

工藤会長 

 

 

 

 

工藤会長 

 

 

 

 

事務局 

 

工藤会長 

 

 

持田委員 

 

 

 

 

 

 

 

工藤会長 

 

 

・来年度は日本遺産サミットが高知県で行われる予定とのことだが、

観光物産会としても協力したい。４０～５０代の商店主が中心の

当会では、足袋関連の商品開発を行うなど、積極的に観光客に対

して仕掛けているところであり、今後も皆さんと協力して地域の

活性化に取り組み、多くの人に訪れていただきたい。 

 

・それでは、他に意見がなければ、議案について皆様にお諮りする。

議案第２号及び議案第３号は、原案のとおり承認としてよろしい

か。 

［異議なしの声］ 

 

・それでは、議案第２号及び議案第３号については、原案のとおり

承認された。お手元のそれぞれの資料中、（案）の部分を消去願い

たい。続いて、議案第４号「その他」について、事務局から報告

事項等はあるか。 

 

・報告事項なし 

 

・せっかくの機会なので、委員又はオブザーバーに皆様から報告等

はあるか。 

 

・現在、コカ・コーラ社と共同で、市内に足袋のイラストをラッピ

ングした自動販売機の設置を計画している。デザインについては、

進修館高校に依頼し、現在１２のデザイン案が決定しており、来

月には設置が始まる予定である。将来的には５０基程度まで設置

したいと考えている。内容についても、飲み物を購入すると足袋

に関連する事業への寄附になるものであり、本会としても積極的

にＰＲしていくが、委員の皆様にもご協力いただきたい。 

 

・以上をもって、本日の議事は全て終了となる。本日委員の皆様か

らいただいたご意見については、今後の協議会や市の施策に活か

していく。これをもって、議長の座を解かせていただく。 
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司  会 

 

 

・本日は、長時間にわたり慎重な審議をいただき感謝する。また、

次回の協議会については、年度明け５～７月頃を予定している。 

・以上をもって「平成３０年度 第２回行田市日本遺産推進協議会」

を閉会とする。 

 

 

＜閉 会＞ 

 

 


